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１
章 

 
 

１ 基本構想策定の趣旨 

（1） 背景 

わが国では、本格的な高齢社会の到来や、障害者が障害のない人と同じように生

活を送り活動する社会を目指す「ノーマライゼーション」の理念の浸透、さらにだ

れもが自由に行動し快適に楽しめるまちの実現を目指す「ユニバーサルデザイン」

の考え方の導入により、あらゆる人の利用を念頭においた環境づくりが進められて

きました。 

このような中、平成 6年に不特定多数の人たちや、主に高齢者や身体障害者が使

う建築物のバリアフリー化を進めるために、「高齢者、身体障害者等が円滑に利用

できる特定建築物の建築の促進に関する法律」（以下「ハートビル法」という）が

制定されました。 

また、平成 12年には、駅等の公共交通機関を中心とした地区のバリアフリー化

を目標として「高齢者、身体障害者等の公共交通機関を利用した移動の円滑化の促

進に関する法律」（以下「交通バリアフリー法」という）が制定されました。 

 

（2） 交通バリアフリー法に基づく旧基本構想の策定 

本市のこれまでの取組みとしては、交通バリアフリー法に基づいて、平成 15年

3月に「仙台市交通バリアフリー基本構想（全体構想）」と「仙台駅周辺地区交通

バリアフリー基本構想」を、また平成 16年 3月に「仙台都心地区交通バリアフリ

ー基本構想」を、平成 17年 3月に「泉中央・長町地区交通バリアフリー基本構想」

を策定し（以下「旧基本構想」という）、目標年次の平成 22年に向けてバリアフ

リー整備を進めてきました。 

 

（3） バリアフリー新法の制定 

そのような中、平成 18年 6月には、より一体的・連続的な移動空間を形成する

ための総合的なバリアフリー施策の推進を目的として、ハートビル法と交通バリア

フリー法を統合し、新たに「高齢者、障害者等の移動等の円滑化の促進に関する法

律」（以下「バリアフリー新法」という）が公布され、同年 12月から施行されま

した。 
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（4） バリアフリー新法の改正 

平成 30 年には、2020 年東京オリンピック競技大会・パラリンピック競技大会

の開催を契機とした共生社会等の実現を図り、全国におけるバリアフリー化を一層

推進するために総合的な措置を講ずる改正法が施行されました（以下「バリアフリ

ー改正法」という）。 

バリアフリー改正法では、基本構想において定められた重点整備地区における特

定事業等について、おおむね 5年ごとに実施状況の調査、分析、評価を行うよう努

めることとされました。 

令和 2年には、2020年東京オリンピック競技大会・パラリンピック競技大会の

レガシーとしての共生社会の実現に向け、ハード対策に加え、移動等円滑化に係る

「心のバリアフリー」の観点からの施策の充実など、ソフトの対策を強化する規定・

義務・責務等を整備する改正法が施行されました。 

 

※2020年東京オリンピック・パラリンピック競技大会は 2021年に延期 
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２ バリアフリー基本構想の構成と地区別構想の位置づけ 

（1）構成 

仙台市バリアフリー基本構想は、仙台市全体としてバリアフリーの実現に向けた

基本的な方針及び重点的に整備を進めるべき地区の候補地やその優先順位等をま

とめた「全体構想」と、法に基づき重点整備地区の範囲並びに生活関連経路を定め

た地区別の「地区別構想」で構成します。 

本基本構想は、仙台都市圏の南北の広域拠点・交通拠点である泉中央地区及び長

町地区の特性や課題を踏まえた両地区の地区別構想です。 

 

（２）これまでのバリアフリー基本構想の策定と改定の経緯 

平成 24年度に全体構想及び都心地区における地区別構想を策定し、その後平成

26年度に泉中央地区と長町地区、さらに平成 27年度には、北仙台地区の地区別構

想を策定しました。 

平成 24年度に策定した全体構想は、令和 2年度に目標年次を迎えたことから改

定しました。 

バリアフリー新法の改正や、地下鉄東西線の開業、平成 24年度以降の生活関連

施設の分布状況などに基づき、重点整備地区候補地の再評価などを行い、令和 2年

度に新たな「全体構想」として改定したものです。同年、この全体構想に基づき、

あわせて都心地区の地区別構想も改定しています。 

泉中央地区と長町地区の地区別構想は、すでに改定した全体構想や、生活関連施

設の立地状況の変化を反映させるとともに、これまで進めてきた事業の進捗状況や

整備内容について評価し改定するものです。 
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本市では、市全体の考え方等を整理する「全体構想」と、地区ごとのバリアフリー化の

方向性等を位置付ける「地区別構想」とで構成される「仙台市バリアフリー基本構想」を

策定し、計画的なバリアフリー化に取り組んでいます。 

市全体におけるバリアフリーの基本方針のほか、地区別構想策

定の候補地や、優先順位の考え方等を整理するもの 

＜主な内容＞ 

・市全体のバリアフリーの実現に向けた基本的な方針 

・バリアフリー化を進める「生活関連施設」の考え方 

・市内でバリアフリー化を進める「重点整備地区」の候補地

や優先順位等の考え方 

・心のバリアフリーの考え方 等 

仙台市バリアフリー基本構想 

全体 

構想 
H24.6策定 

（R3.3改定） 

 

地区別 

構想 
 〈泉中央地区〉 

H27.3 策定 

 

地区別 

構想 
〈長町地区〉 

H27.3 策定 

 

地区別 

構想 

 〈北仙台地区〉 

H28.3 策定 

 

地区別 

構想 
〈都心地区〉 

H24.6 策定 
（R3.3改定） 

全体構想の考え方に基づき、個別の地区（徒歩圏）ごとに、整備すべきエリアや施

設等を位置づけるもの 

＜主な内容＞ 

・個別地区におけるバリアフリーの実現に向けた基本的な方針 

・「重点整備地区」のエリア 

・バリアフリー化を進める「生活関連経路」および「生活関連施設」 

・「特定事業」 等 

令和２年度（R3.3）改定 

今回改定 

地区別構想に基づき、各施設管理者は特定事業計画を策定し、それに基づいて計画的

な施設整備を実施 

 

交通安全 
特定事業 

道路 
特定事業 

公共交通 
特定事業 

都市公園 
特定事業 

 

特定事業計画 
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第 2 章 地区別構想〈泉中央地区〉 

 

１ 地区の概況 

２ バリアフリー化の基本方針 

３ 重点整備地区と生活関連経路の設定 

４ 地区別構想の評価について 
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章 

 
 

１ 地区の概況 

（1）人口等の状況 

 

泉中央地区の人口は増加を続けており、全市と比べても高い増加率となって

います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

泉中央地区の人口推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    人口の増減率（平成 7 年基準） 

資料：国勢調査  
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※ここでの「泉中央地区」は、国勢調査の小地域集計における「泉中央 1～4 丁目」としています。 

人口推移 
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泉中央地区における 65歳以上の人口の割合は増加傾向にありますが、全市及

び泉区における 65 歳以上の人口の割合よりも少ない割合となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

泉中央地区の年齢３区分構成 

資料：国勢調査 

※令和 2年数値下（ ）内の数字は、平成 22年からの変化分を表しています。 

※ここでの「泉中央地区」は、国勢調査の小地域集計における「泉中央 1～4丁目」としています。 

 

  

高齢者の状況 

15.4% 13.7% 12.4% 14.3% 12.9% 11.7% 13.3% 12.5% 11.8%

76.5% 76.7% 75.8% 67.7%
63.3% 60.8%

68.2% 65.0% 64.2%

8.2% 9.7% 11.8%
18.1% 23.8% 27.5% 18.6% 22.6% 24.1%
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仙台市の人口は、緩やかに減少する見込みです。泉区の人口は全市と比べ、大

きく減少が見込まれています。 

少子高齢化は今後さらに進展する見込みですが、泉区における 65 歳以上の人

口の割合は、全市の 65歳以上の人口の割合よりも増加する見込みです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

仙台市、泉区の人口の推移と見込み（単位：万人） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

仙台市、泉区の年齢三区分構成の推移と見込み（単位：万人） 

 
資料：【H17～H27】国勢調査 

【R2】住民基本台帳（R2.10） 
【R12～R32】仙台市まちづくり政策局資料  
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泉区の身体障害者手帳保持者、療育手帳保持者、精神障害者保健福祉手帳保

持者の総数は、増加傾向にあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

泉中央地区の障害者の状況 

資料：健康福祉局事業概要 
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75.6% 70.8% 69.4% 67.8% 62.8%12.6%

13.4%

14.8%
15.9%

16.3% 17.0% 18.4%

2.6%

7.7%

9.6%

13.2%
14.3%

15.2%
18.7%

0
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4,000

6,000
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10,000
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身体障害者手帳保持者 療育手帳保持者 精神障害者保健福祉手帳保持者
（人）

障害者等の状況 
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（2）公共交通機関の状況 

地下鉄南北線の起点駅である泉中央駅の東側にはバスターミナルが立地し、

仙台都市圏北部の交通結節点となっています。 

地下鉄泉中央駅の乗降客数は平成 30 年度から令和元年度にかけて減少して

いますが、特定旅客施設の要件（5,000人/日）を上回っています。ただし、令

和 2 年度は新型コロナウイルス感染症の影響で乗降客数が減少しています。 

 

地下鉄泉中央駅改札と地下鉄泉中央駅に結節するバスターミナルがともに地

上 1 階レベルであり、さらにバスターミナルにバス乗り場が集約されているこ

とから、地下鉄・バスの円滑な乗換が可能です。 

地下鉄泉中央駅周辺から地下鉄泉中央駅およびバスターミナルへの歩行者動

線には、ペデストリアンデッキ、エレベーター、エスカレーター等が整備されて

います。 

 

1 日当たりの乗降客数 

※1 日当たりの乗降客数＝１日平均乗車人員×2 

資料：仙台市統計書 
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(人) 地下鉄泉中央駅
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泉区役所・ 
イズミティ 21前 

地
下
鉄
泉
中
央
駅 

（
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
） 

泉中央駅 

北口 

地
下
鉄
泉
中
央
駅 

泉中央駅周辺のバス停位置図 

泉中央駅バスターミナルの状況 

：運行経路 
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（3）都市づくりの方向性 

泉中央地区は、仙台都市圏北部の活動を支える生活拠点であり、仙台都市圏

北部と都心とを結ぶ重要な交通の拠点となっている地区です。そのため、都心

地区との機能分担や連携を図りながら、泉区役所建て替えを契機とした様々な

都市機能の強化や更なる賑わい創出のため「仙台市都市計画マスタープラン地

域別構想」において、下記の「都市づくりのテーマ」と 5 つの基本方針を定め

ています。 

 

都市づくりのテーマ：「人と人が出会い、交流広がり感動あふれる泉中央」 

○基本方針1：都市圏北部の多様な活動を支える都市機能の強化 

〇基本方針2：広域拠点の利便性を活かした都市型居住の推進 

〇基本方針3：都市圏北部の移動を支える交通環境の改善 

〇基本方針4：地下鉄駅周辺の賑わいと緑・潤いがあふれる都市空間の 

 形成と活用 

〇基本方針5：都市圏北部の生活を守る安全・安心な都市空間の形成 

 

泉中央地区のバリアフリー基本構想は、これらの都市づくりの方向性に合わ

せて検討していきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

泉中央地区の都市づくりのエリア図 

資料：仙台市都市計画マスタープラン地域別構想（R4.3）  
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（4）泉中央地区におけるこれまでの取組状況 

バリアフリー基本構想に基づく泉中央地区のバリアフリーの取組み状況の概

要を以下に示します。 

 

  
〈歩道の整備状況の例〉           ＜２段手すりの整備＞ 

 

 

 

 

 

 

 

＜エスカレーター上下の 

〈バリアフリー対応型信号機の整備状況の例〉       注意喚起用ブロック＞

＞ 

 

 

 

 

 

 

〈歩道の整備状況（未整備区間）の例〉 

視覚障害者誘導用ブロック未整備。 

側溝等による歩道の段差、目の粗い桝蓋等が未改修。 
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泉中央地区特定事業整備進捗状況図（令和 2年度末時点） 

※生活関連施設の位置は令和 3 年 8 月時点 



 

 17 

第 2章 地区別構想〈泉中央地区〉 

 

第
２
章 

 
 

２ バリアフリー化の基本方針 

（1）基本理念と基本方針 

全体構想の基本理念のもと、泉中央地区の特性や都市づくりの方向性を踏ま

え、泉中央地区におけるバリアフリーの基本理念、基本方針を以下のとおりと

します。 

 

【基本理念】 

 

 

 

 

 

泉中央地区は､仙台都市圏北部の活動を支える生活拠点として公共施設や商

業・業務施設が集積しており、さらに仙台都市圏北部と都心とを結ぶ重要な交

通の拠点となっています。 

今後は、地区内の充実した都市機能を活かしつつ、必要に応じて老朽化した

施設の更新を図りながらバリアフリー化を進めていく必要があります。 

本基本構想では、これらの地区特性及びバリアフリー改正法の趣旨を踏まえ、

バリアフリー化を推進するとともに、日常生活における移動等の円滑化を図り、

快適に、安心して生活できるまちを目指します。 

 

  

仙台都市圏北部の成熟した広域拠点として、 

充実した都市機能のもとバリアフリーによる移動等円滑化を図り、 

快適に安心して生活できるまちの創出 
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【基本方針】 

 

 

 

 

 

泉中央地区は、仙台都市圏北部の活動を支える生活拠点であり、また仙台都

市圏北部と都心とを結ぶ重要な交通の拠点となっています。 

また、泉中央駅を中心として、大型商業施設や仙台スタジアムなどの施設が

立地し、生活の拠点として多くの人が行き交うまちとなっています。こうした

地区内において、高齢者や障害者等にとっても快適に安心して生活・移動でき

るよう、バリアフリー化を進めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

泉中央地区は仙台都市圏北部と都心を結ぶ拠点であることに加え、様々な都

市機能が集積していることから、多くの人が地区外から訪れています。 

高齢者や多様な障害者等の移動等円滑化を実現するために、ハード整備だけ

でなく、地区外から訪れる来街者に対しても、バリアフリーの重要性や高齢者・

障害者等に対する理解を深め、行動につなげる「心のバリアフリー」を推進しま

す。 

  

全体像：社会参加・自己実現の支援 

ユニバーサルデザインの考え方を導入しながら、仙台都市圏北部の活動を支える

生活拠点として、誰もが快適で安心な生活環境の整備を図り、高齢者や障害者等

が社会参加しやすいまちづくりを進めます。 

ソフト施策：市民の支え合い、心のバリアフリー 

泉中央地区の市民だけでなく仙台都市圏北部から泉中央地区に訪れる来街者が高

齢者や障害者等への理解を深め、ともに支え合う環境をつくり、成熟した広域拠点

にふさわしい、バリアフリーに対する意識の向上、モラル・マナーの向上を進めま

す。 
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これまで旧基本構想や平成 26 年度に策定した本基本構想に基づき、泉中央地

区のバリアフリー化を進めてきました。 

歩行者の安全確保や利便性の向上を図るため、必要な整備を引続き進めてい

くともに、これまで整備してきた施設の更新にあたっては、従来からの機能を

維持するだけでなく、高齢者や障害者等にとってさらに利用しやすい施設とな

るよう改善に努めます。 

 

 

 

 
 

バリアフリー化の推進においては、ハード施策の実施とともに、ソフト施策

における市民の理解、連携・協働が重要です。仙台都市圏北部の生活拠点として

多くの人が行き交う泉中央地区では、様々な立場の人たちとの連携・協働のう

え継続したバリアフリー化の取り組みが必要です。 

このため、市民が多様な障害等に関する正しい知識と理解を深め、一人ひと

りができることを実行していく必要があります。また、事業者（各管理者）は、

バリアフリー化のためのハード整備を実施するだけでなく、それぞれの事業内

容に応じた心のバリアフリーに関する啓発活動等も実施します。行政はこうし

た活動の支援と推進を図る取り組みを進めます。 

 

（2）目標年次 

目標年次は、「仙台市バリアフリー基本構想 全体構想」と同じ、令和 12 年

度とします。 

また、上記全体構想と同様に概ね 5 年後を目標に、各特定事業計画の進捗状

況を調査、分析、評価し定期的なスパイラルアップを図ります。  

ハード施策：魅力的で安心・安全な機能集約型都市づくり 

泉中央地区の都市機能を活かしながら、歩行者の安全確保や利便性の向上を図る

バリアフリー化を進めるとともに、既存施設の更新にあわせた改善により、成熟し

た広域拠点にふさわしい快適で安心できるまちづくりを進めます。 

実施体制：市民力の発揮、市民・事業者・行政の協働 

泉中央地区のバリアフリーの推進に当たっては、地区外から訪れる来街者も含め

た市民、事業者、行政が適切な役割分担のもと、連携・協働して取り組みます。 
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３ 重点整備地区と生活関連経路の設定 

（1）重点整備地区の区域の設定 

バリアフリー化を一体的に進める地区として重点整備地区を定めます。 

旅客施設を中心とする徒歩圏に、高齢者、障害者等が日常生活又は社会生活

において利用する「生活関連施設」が集積している地区を、重点整備地区の区域

として設定します。 

なお、区域の境界は、主要な道路や河川、町丁界を考慮しました。 

 

  ■重点整備地区とは？ 

バリアフリー化を一体的に進める必要のある地区を「重点整備地区」と呼びます。 

重点整備地区は、高齢者、障害者等が日常生活又は社会生活において利用する旅客

施設、官公庁施設、福祉施設その他の施設と、これら施設を結ぶ徒歩経路で構成され

ます。 

バリアフリー法では、以下のとおり、重点整備地区設定の要件を示しています。 

 

～ 重点整備地区設定の要件 ～ 

①生活関連施設があり、かつ、それらの間の移動が通常徒歩で行われる地区 

②生活関連施設及び生活関連経路についてバリアフリー化事業が特に必要な地区 

③バリアフリー化の事業を重点的・一体的に行うことが、総合的な都市機能の増進を

図る上で有効かつ適切な地区 

   資料：バリアフリー基本構想作成に関するガイドラインより抜粋 

重点整備地区のイメージ 
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（2）生活関連経路の設定 

 

泉中央地区では、全体構想で定めた生活関連経路設定の考え方に基づく「よ

り多くの人が利用する経路」や「生活関連施設相互のネットワークを確保する

経路」以外にも、バリアフリー化の整備状況などにも配慮し、生活関連経路を設

定します。 

また、利用者の視点も取り入れるため、住民参加による「まち歩き」（現地点

検）やワークショップ等を実施しながら検討しました。 

 

【全体構想における生活関連経路設定の考え方】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

○より多くの人が利用する経路を選定 

生活関連経路は、生活関連施設に訪れる人等の利用頻度が高い経路などを優先的に

選定します。 

○生活関連施設相互のネットワークを確保 

旅客施設とそれ以外の生活関連施設との経路はもとより、旅客施設以外の生活関連

施設相互の連絡にも配慮し、重点整備地区内のネットワークが構成されるよう配慮し

ます。同時に、一つの生活関連施設に対し複数方向からのアクセス動線が確保される

よう配慮します。 

設定の考え方 

■生活関連施設とは？ 

生活関連施設とは、「高齢者、障害者等が日常生活又は社会生活において利用する

旅客施設、官公庁施設、福祉施設その他の施設」のことを言います（※）。つまり鉄

道駅や市役所、福祉施設や大きな商業施設などが該当します。 

■生活関連経路とは？ 

生活関連経路とは、「生活関連施設相互間の経路」（※）、つまり「高齢者、障害

者等が日常生活又は社会生活において利用する旅客施設、官公庁施設、福祉施設その

他の施設とこれら施設を結ぶ徒歩経路」を指し、生活関連施設を徒歩で繋ぐ道路や階

段、エレベーターなどが該当します。 

※バリアフリー改正法第2条第23のイ より 
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（3） 重点整備地区と生活関連経路の見直し結果 

生活関連施設の分布状況から、重点整備地区の区域と生活関連経路の見直し

が必要になる変化は見られなかったことから、これまでの区域と生活関連経路

を再度位置付けるものとします。 

なお、重点整備地区外に移転した病院もありますが、既存の生活関連経路は

地区の回遊性を高める主要動線であり、経路の変更は行わないものとします。 

以下に、生活関連施設の分布状況、重点整備地区と生活関連施設及び生活関

連経路を示します。 

 

 

全体構想で示されている要件に基づいた、泉中央地区の生活関連施設および

その分布状況は以下のとおりです。 

 生活関連施設が、地下鉄泉中央駅を中心として各方面に立地しています。 

 泉中央地区の北側には、病院、区役所、複合文化施設が立地しています。 

 泉中央地区の南側には、公園、体育館、図書館が立地しています。 

 建築物の駐車場、建築物に付随する駐車場（500㎡以上）は、泉中央駅周

辺に多く立地しています。 

 

平成 26 年度策定時から、主に 18）自動車停留・駐車のための施設の増加に

より、生活関連施設が増加しています。 

 

生活関連施設の要件と泉中央地区における分布状況 

 

 

 

 

 

 

  

生活関連施設の分布状況 

法・政令による施設分類 生活関連施設の要件 
施設数 

R3 H26 

1） 旅客施設 乗降客数３千人/日以上 1 1 

2） 特別支援学校（（旧）視覚、聴覚、養護学校） 全て 0 0 

3） 病院 全て 1 1 

4） 劇場、観覧場、映画館又は演芸場 
全て 

（民間施設は 2,000 ㎡以上） 

0 0 

5） 集会場又は公会堂 2 2 

6） 展示場 2 2 

7） 百貨店、マーケットその他の物品販売業を営む店舗 
2,000 ㎡以上 

5 4 

8） ホテル又は旅館 0 0 

9） 保健所、税務署等の官公署 窓口のある施設 3 3 

10） 老人ホーム、福祉ホーム等高齢者、障害者等が利用するもの 
拠点施設 

0 0 

11） 老人福祉センター、児童厚生施設、身体障害者福祉センター等 2 2 

12） 体育館、水泳場、ボーリング場、遊技場 全て 

（民間施設は 2,000 ㎡以上） 

2 2 

13） 博物館、美術館又は図書館 1 1 

14） 公衆浴場 

2,000 ㎡以上 

0 0 

15） 飲食店 0 0 

16） 郵便局、理髪店、クリーニング取次店、質屋、貸衣装屋、銀行等 0 0 

17） 車両停車場、船舶･航空機発着場等旅客の乗降･待合いするもの 拠点施設 1 1 

18） 
自動車停留・駐車のための施設 

（建築物の駐車場、建築物に付随する駐車場など） 
500 ㎡以上 12 9 

19） 公衆便所 全て 0 0 

20） 公共用歩廊 全て 1 1 

21） 特定公園施設 
街区公園、都市緑地、緑道、 

河川公園、風致公園を除く 
2 2 
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泉中央地区における生活関連施設の分布（令和 3年 8 月時点） 

：重点整備地区候補地 

(3以上の主な生活関連施設が集約する乗降客数 

3,000人/日以上の旅客施設の半径 500mの範囲) 
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泉中央地区における重点整備地区と生活関連施設および生活関連経路（見直し結果） 

（令和 3 年 8月時点） 

泉中央区の重点整備地区と生活関連施設及び生活関連経路 
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【生活関連経路の概要】 

 

 

 

 

主

体 

路線

番号 

道路

種別 
路線名 

距離 

(m) 
主な生活関連施設等 位置付け 

仙

台

市 

1 県道 仙台泉線 520 泉区役所、大規模商業施設、泉警察署 
地区東側の南北軸として、公共施設や大規模商業施設等へのアクセス機能とともに、地区の回遊性を高める主要

動線としての役割を担う。 

2 県道 泉塩釜線 940 
地下鉄泉中央駅、病院(移転済み)、泉警

察署 
市道七北田実沢線と連絡し、地区の回遊性を高める主要動線としての役割を担う。 

3 市道 七北田実沢線 540 
地下鉄泉中央駅、七北田公園、健康増

進センター、イズミティ21 

地区内の南北軸として、公共施設や障害者福祉施設等へのアクセス機能とともに、地区の回遊性を高める主要動

線としての役割を担う。 

4 市道 泉中央101号線 280 
健康増進センター、ウェルポートせん

だい、北部アーチル 

市道七北田実沢線、市道泉中央幹線1号線と連絡し、区役所・イズミティ21方面および病院方面から、健康増

進センター、ウェルポートせんだい、北部アーチルへのアクセスの役割を担う。 

5 市道 泉中央幹線１号線 250 
健康増進センター、ウェルポートせん

だい、北部アーチル 

市道泉中央 101 号線と市道駕籠沢日野線を連絡し、病院と健康増進センター、ウェルポートせんだい、北部ア

ーチル間のアクセス機能を担う。 

6 市道 泉中央幹線2号線 460 泉区役所、イズミティ21、病院 
地区内の東西軸として、公共施設や病院等へのアクセス機能とともに、地区の回遊性を高める主要動線としての

役割を担う。 

7 市道 駕籠沢日野線 320 病院（移転済み） 県道泉塩釜線、市道泉中央幹線2号線と連絡し、地区の回遊性を高める主要動線としての役割を担う。 

8 (市道) 
ペデストリアンデッキ地上2階 

（泉中央歩行者専用道路1号線） 
580 

地下鉄泉中央駅、泉中央駅バスターミ

ナル、大規模商業施設、泉区役所 

泉中央駅から大規模商業施設、公共施設等への歩行者の主要動線であるとともに、県道仙台泉線、県道泉塩釜線、

市道泉中央幹線2号線等の主要路線と連絡し、地区の回遊性を高める役割を担う。 

9 市道 泉中央歩行者専用道路２号線 90 大規模商業施設 
ペデストリアンデッキと県道仙台泉線を連絡し、駅、大規模商業施設等へのアクセス機能とともに、地区の回遊

性を高める役割を担う。 

10 - ペデストリアンデッキ地上1階 320 
地下鉄泉中央駅、泉中央駅バスターミ

ナル、大規模商業施設 

泉中央駅、バスターミナルから大規模商業施設等への歩行者の主要動線であるとともに、県道仙台泉線と連絡し、

地区の回遊性を高める役割を担う。 

11 - 地下通路 210 
地下鉄泉中央駅、泉区役所、イズミテ

ィ21 
泉中央駅から泉区役所、イズミティ21方面へのアクセス機能を担う。 

12 市道 泉中央駅入口線 90 地下鉄泉中央駅、大規模商業施設 ペデストリアンデッキと市道仙台泉線を連絡し、地区の回遊性を担保する役割を担う。 

13 市道 泉中央26号線 170 
泉図書館、七北田公園、大規模商業施

設 
泉中央駅周辺から泉図書館方面へのアクセス機能を担う。 

14 市道 泉中央25号線 110 
泉図書館、大規模商業施設、七北田公

園 
県道仙台泉線と市道泉中央26号線を連絡し、泉図書館、大規模商業施設等へのアクセス機能を担う。 

15 市道 泉中央108号線 210 
七北田公園、七北田公園体育館、七北

田公園都市緑化ホール 
泉中央駅周辺から七北田公園方面へのアクセス機能を担う。 

16 市道 泉中央49号線 160 駐車場 泉中央駅周辺から駐車場へのアクセス機能を担う。 

17 市道 泉中央50号線 290 駐車場 
歩行者のネットワークを形成し、県道泉塩釜線と市道泉中央幹線２号線を結ぶことにより、回遊性を高める役割

を担う。 

18 市道 泉中央歩行者専用道路3号線 130 大規模商業施設 歩行者専用道路として、県道仙台泉線の東側施設及び東側地区への連絡性を高める役割を担う。 
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４ 地区別構想の評価について 

4-1 特定事業の概要とこれまでの取組み 

重点整備地区内においては、各事業者が本地区別構想に沿って事業計画を作

成し、生活関連施設や生活関連経路等の事業を実施します。また、事業実施にあ

たっては、各種基準（仙台市ひとにやさしいまちづくり条例等）やガイドライ

ン、及びワークショップの意見を考慮し、バリアフリー化を推進します。 

 

平成 26 年度の本基本構想策定時におけるワークショップでの意見も参考に、

特定事業の基本的な考え方を以下のとおりとしていました。 

 

 

〈平成 26年度本地区別構想策定時のワークショップにおける意見の例〉 

 

 

 

 

 

 

  

泉中央地区全体に関して 

○ 勾配が大きい歩道を回避する経路への案内・誘導が必要 

○ 老朽化した案内サイン、視覚障害者誘導用ブロックの補修・改善が必要 

○ 公共空間において、誰にでも分かる情報提供が必要 

 

個別施設・設備に求めること 

○ 舗装は、滑りにくい素材で整備 

○ 案内・サインは、車いす利用者、聴覚障害の方、来街者等、みんなに分かり

やすいものとするため、表示内容、表示形式（音響、触知、電光掲示板等）、

大きさ、高さ等に配慮 

○ 視覚障害者誘導用ブロックは、シンプルで分かりやすい誘導となるよう敷設 

○ また、色（舗装面とのコントラスト）、素材等にも配慮 

○ 信号機は、聴覚障害者等に点滅状況、残りの青時間等を知らせるタイプのも

のを整備 

 

市民の理解・意識向上に係る意見 

○ バリアフリーに関する市民の理解向上のため周知や情報提供が必要 
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（1）公共交通特定事業 

（平成 24 年策定 第 2 期(前期)仙台市交通局バリアフリー特定事業計画） 

（平成 28 年策定 第 2 期(後期)仙台市交通局バリアフリー特定事業計画） 

（令和 3 年策定  第 3 期(前期)仙台市交通局バリアフリー特定事業計画） 

 

 

公共交通特定事業は、旅客施設や車両の整備に関する事業を推進します。 

 

 

方 針 内 容 

利用者が円滑に移動等しやす

い経路、改札口等の整備を図

ります。 

○駅構内の出入口からの経路、通路、改札口につい

て、車いすで通行ができる幅の確保に努めます。 

○利用しやすいバス乗降場の設置に努めます。  

利用者がわかりやすい標識、

主要設備配置案内の整備を図

ります。 

○経路に沿った適切な位置に配置し、利用者がわかり

やすい情報を提供できるよう、案内サインの設置・

改善に努めます。 

○視覚障害者が安全に歩行しやすいよう、視覚障害者

誘導用ブロックの設置や、音響音声案内装置の設置

に努めます。 

○車両等の運行などに関する情報の提供（電光掲示板

等）に努めます。 

その他旅客施設の駅施設・設

備の利便性と安全性の向上を

図ります。 

○安全に使いやすく利用できる施設・設備（多機能ト

イレ、券売機等）の整備に努めます。 

利用者が乗降しやすい車両の

整備を図ります。 

○高齢者や身体の不自由な方等が乗降しやすい車両の

導入（地下鉄車両のバリアフリー化、ノンステップ

バスの導入など）に努めます。 

※上記事業方針の他に、「移動等円滑化のために必要な道路の構造に関する基準を定める省令（平

成 18 年国土交通省令第 116 号）」等に基づく取組みを進める。 

 

  

事業の基本的な考え方 

事業方針と留意すべき内容 
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（2）道路特定事業 

（平成 29年策定 泉中央・長町地区道路特定事業計画（令和３年 11 月変更）） 

 

 

道路特定事業は、歩道、上下移動施設、経路における案内標識等の移動円滑化

のために必要な施設の設置、歩道の拡幅、路面構造の改善等に関する事業を推

進します。 

 

 

方 針 内 容 

利用者が安全かつ安心して利

用できる歩道のバリアフリー

構造を確保します。 

○歩道の補修等により、路面上の段差や勾配を改善す

るよう努めます。 

○歩道の拡幅や既存の歩道空間内で、有効幅員を確保

するよう努めます。 

○歩車道の境界を明確にするよう努めます。 

○透水性舗装等、滑りにくく、歩きやすい舗装とする

ことに努めます。 

利用者の利便性向上のため、

利用しやすい構造のエレベー

ター等の整備を進めます。 

○車いすで利用しやすい構造のエレベーターへの更新

に努めます。 

視覚障害者の安全で安心でき

る歩行空間を整備します。 

○視覚障害者誘導用ブロックは、既存のものも含め、

分かりやすく最適な色、素材、配置となるよう、整

備・改善に努めます。 

利用者がわかりやすい施設案

内や情報提供を進めます。 

○経路に沿った適切な位置に配置し、利用者がわかり

やすい情報を提供できるよう、案内サインの設置・

改善に努めます。 

○老朽化により見えなくなった案内サインの補修等を

行います。 

○より利便性・安全性の高い経路への誘導に努めます。 

利用者の快適性向上のための

整備を進めます。 

○ベンチなど休憩施設の整備に努めます。 

○夜間の利用が多い歩道等については、歩道用照明等

の設置に努めます。 

歩行者の円滑な移動を確保す

るため、放置自転車や不法占

用物件の継続的な指導、啓発

に努め、撤去強化も図ります。 

○放置自転車や看板等の不法占用物件の継続的指導、

啓発活動に努めるとともに、撤去も行いながら歩行

空間における放置自転車や不法占用物件の防止に努

めます。 

※上記事業方針の他に、「道路の移動等円滑化に関するガイドライン(令和 4 年 6 月国土交通省道

路局)」等に基づく取組みを進める。  

事業の基本的な考え方 

事業方針と留意すべき内容 
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（3）都市公園特定事業 

（平成 28年策定 仙台市都市公園バリアフリー特定事業計画 

         地区別計画《泉中央・長町地区》（令和３年 11 月変更）） 

 

都市公園特定事業は、高齢者、障害者等の快適な利用に供するため、移動等の

円滑化に必要な施設の改善に関する事業を推進します。 

 

 

 

方 針 内 容 

利用者が円滑に移動等できる

よう施設の改善に努めます。 

○特定公園施設（園路・広場を除く）については１以

上の施設のバリアフリー化を進めます。 

○対象公園の設置目的等を踏まえ、主要な公園施設を

設定し、バリアフリー化を進めます。 

○特定公園施設の種別ごとにそれぞれ1以上の施設及

び主要な公園施設を結ぶ主動線を移動円滑化園路と

定め、バリアフリー化を推進します。 

○バリアフリーの視点だけではなく、ユニバーサルデ

ザインの考え方に基づき、施設の整備や管理に取組

みます。 

※上記事業方針の他に、「移動等円滑化のために必要な特定公園施設の設置に関する基準（平成 18

年国土交通省令第 115 号）」等に基づく取組みを進める。 

 

  

事業の基本的な考え方 

事業方針と留意すべき内容 
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（4）交通安全特定事業 

（平成 31年策定 仙台北・泉中央・長町地区交通安全特定事業計画） 

 
 

交通通安全特定事業は、高齢者や障害者等誰もが安全な歩行を確保するため､

信号機に関する事業や道路標識等の案内・誘導施設に関する事業を推進します。 

また、車両の交通規制や違法駐車の取締り強化等に関する事業を推進します。 

 

 

方 針 内 容 

交差点において安全にかつ安

心して道路横断できるバリア

フリー対応型信号機の設置を

図ります。 

○音や音声により視覚障害者に知らせる装置の設置に

努めます。 

○高齢者等感応化（押しボタン）や歩行者経過時間表

示機能装置の設置に努めます。 

○歩行者と車両が通行する時間を分離した「歩車分離

式信号機」の設置に努めます。 

安全性向上のため､道路標

識・標示の改善を図ります。 

○道路標識の夜間の視認性を高めた高輝度標識や夜間

照明装置標識の設置に努めます。 

○道路標示の夜間の視認性を高めた高輝度標識やエス

コートゾーンの設置に努めます。 

交通規制の強化、バリアフリ

ーに関する教育・啓発活動の

実施を図ります。 

○違法駐車の取締りの強化に努めます。 

○流入車両や速度抑制対策に努めます。 

○自転車の走行ルールの遵守、マナー向上の啓発活動

に努めます。 

○交通安全に関する啓発活動に努めます。 

※上記事業方針の他に、「高齢者、障害者等の移動等の円滑化の促進に係る信号機等に関する基準

を定める規則（平成 18 年国家公安委員会規則第 28 号）」等に基づく取組みを進める。 

 

 
  

事業方針と留意すべき内容 

事業の基本的な考え方 
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4-2 地区別構想の評価 

令和 3 年度に開催されたバリアフリー推進協議会において、特定事業計画の

進捗状況等を評価するとともに、まち歩きワークショップにより意見を頂きま

した。 

地区別構想の評価結果（令和 2 年度末時点） 

評価項目 指標 評価結果 

（1）アウトプット評価 

 
特定事業計画の 

進捗状況 
特定事業の進捗率 

公共交通、交通安全事業は完了。 

道路、公園は未完および未着手箇所

がある。（進捗率は下表のとおり） 

（2）アウトカム評価 

① 
公共交通機関の 

利用向上 
鉄道駅の乗降者数 

新型コロナウイルス感染症の影響に

より減少しているが、各特定事業計

画のバリアフリー化事業が実施さ

れ、利用向上が図られている。 

② 
各施設利用に対

する市民満足度 

整備内容についての

市民満足度（まち歩き

ワークショップにお

けるアンケート調査） 

全体の満足度は 82％ 

（令和 3年度末時点） 

（1）アウトプット評価（特定事業計画の進捗状況） 

◆ 公共交通や交通安全の特定事業計画に基づくバリアフリー化の整備は計

画期間内に完了しています。 

◆ 道路や都市公園の特定事業計画に基づくバリアフリー化の整備は、目標

年次である令和 2 年度末でも完了していない状況です。 
 

特定事業計画の進捗状況（令和２年度末実績） 

※１進捗率＝整備済み事業量/計画事業量(公共交通特定事業計画における泉中央駅に関する事業は整備済み）

※2 着手率＝（完了＋事業中）数/計画箇所数  

事業計画 策定時期 計画期間 事業数 
整備済みの 

進捗率(％)※1 

着手率(％) 

※2 

道路特定事業計画 泉中央地区 H29 年 3 月 R2 年度 45 76.0 84.4 

都市公園特定事業計画 泉中央地区 H28 年 7 月 R2 年度 18 30.9 44.4 

公共交通特定

事業計画 

第２期 

交通局 

前期 H24年12月 H27 年度 1,050 100.0 100.0 

後期 H28 年 3 月 R2 年度 314 91.2 100.0 

交通安全特定事業計画 泉中央地区 H31 年 3 月 R2 年度 17 100.0 100.0 
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平成 26 年度策定の本基本構想に基づく特定事業の取り組み状況を以下に示し

ます。（令和 2年度末時点） 

 

 

  

泉中央地区特定事業整備状況図（令和 2年度末時点）（再掲） 

※生活関連施設の位置は令和 3 年 8 月時点 
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（2）アウトカム評価 

①公共交通機関の利用向上 

◆ 泉中央駅の乗降客数は増加傾向にありましたが、平成 30 年度から令和元

年度にかけて減少に転じています。また、令和 2 年度は新型コロナウイ

ルス感染症の影響で乗降客数が減少しています。 

◆ 乗降客数は減少しているものの、泉中央駅とその周辺では特定事業計画

に基づくバリアフリー化の事業が実施されており、これまで以上に安全

で快適な移動経路が確保されているものと考えられます。 

 

 

1 日当たりの乗降客数（再掲） 

※1 日当たりの乗降客数＝１日平均乗車人員×2 

資料：仙台市統計書 
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②市民満足度 

令和 3 年 11月 25 日に開催したまち歩きワークショップの中で、参加者に満

足度調査を実施しました。 

◆ 平成 26 年度策定の本基本構想に基づき進めてきたバリアフリー化の整備

内容について、ワークショップ参加者の満足度※は全体で 82％となり、高

い評価となりました。 

 

※まち歩きのルート上にある歩道や信号機などについて、バリアフリー化され

ているか点検するための各チェックポイントを設け、参加者が「対応してい

る・満足」と評価した割合 

 

 

ワークショップ参加者からは、バリアフリー改正法の移動等円滑化基準等に

基づいた内容でバリアフリー化されていたことから、高齢者や障害者等の移動

のしやすさや安全性、特定旅客施設の利便性などについて向上されていること

が評価されました。一方で、さらなる対策が必要であるとする評価も見受けら

れました。 

地区全体  歩道や視覚障害者誘導用ブロックの整備は進んでいる

ものの、整備から時間が経過している施設で老朽化な

どがみられるため、補修・改善が必要 

道路・歩道  視覚障害者誘導用ブロックについて、バス停への案内

がなかったり、沿道施設の出入り口などで途切れてい

たりしているため、各管理者間での連携や連続性の確

保が必要 

横断歩道  信号機の音は満足に聞こえた 

 信号機の変わるタイミングが目で見てわかるのが良い 

 押しボタンと横断歩道が離れている個所があったた

め、視覚が不自由な方がボタンを認識しやすいように

近づけることが必要 

地下鉄泉中央駅  駅構内の案内は全体的に分かりやすい案内だった 

 バスターミナルや地下鉄泉中央駅構内での案内が不十

分であるとの指摘もあるため、乗り継ぎの案内などを

わかりやすくする 

 駅構内での音声案内について、基準順守はもちろんで

あるが、視覚が不自由な方の意見も取り入れた検討が

必要 

  

令和 3 年度まち歩きワークショップで挙げられた主な意見 
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(3) 泉中央地区における課題の整理 
地区の概況やまち歩きワークショップの結果から、泉中央地区のバリアフリ

ー化における課題を以下のとおり整理しました。 

 

① 泉中央駅を中心に、高齢者や障害者等が利用する施設が多数立地しているた

め、地区内におけるバリアフリー化の連続性及び回遊性の確保が必要である。 

 

②施設の老朽化による移動の円滑化の支障が生じないよう、既存施設の適切な

更新の検討が必要である。 

 

③バリアフリー化の整備が済んでいる施設でも、高齢者及び障害者等にとって

依然として不便な状態もあるため、整備済みの施設でも更なる検討が必要で

ある。 

 

 

(4)泉中央地区のバリアフリー化の推進に向けて 

平成 26 年度に策定した本基本構想に基づく特定事業計画により、泉中央地区

におけるバリアフリー化の事業を進めてきましたが、計画どおりに進めること

ができなかったものもあります。 

泉中央地区は、仙台都市圏北部の活動を支え、多くの人が行き交う生活拠点

であり、だれもが安全かつ快適に移動できる空間が求められます。 

このため、計画期間内に完了しなかった特定事業については、引続き事業を

継続しバリアフリー化を推進していきます。すでにバリアフリー化が完了して

いる施設については、必要な機能が損なわれることがないよう適切な維持更新

を図っていくことはもちろん、既存施設の更新にあわせて改善を検討していく

ものとします。 

また、特定事業計画に基づくハード整備は、長期の時間を要することもあり

ます。このため、高齢者や障害者等の安全確保には、市民一人ひとりが互いに支

えあい、理解を深める意識の向上が必要であり、こうした取組みを推進してい

きます。 
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第 3 章 地区別構想〈長町地区〉 

 

１ 地区の概況 

２ バリアフリー化の基本方針 

３ 重点整備地区と生活関連経路の設定 

４ 地区別構想の評価について 
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１ 地区の概況 

（1）人口等の状況 

 

長町地区の人口は増加を続けており、全市と比べても高い増加率となってい

ます。 

特に平成 27 年から令和 2 年にかけて大きく増加しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   長町地区の人口推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   人口の増減率（平成 7 年基準） 

資料：国勢調査 
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0
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100,000

150,000

200,000

250,000

平成7年 平成12年 平成17年 平成22年 平成27年 令和2年

（人）
太白区 長町地区

※ここでの「長町地区」は、国勢調査の小地域集計における「河原町 1～2 丁目、若林 1～2丁

目、鹿野 2～3 丁目、郡山 1～3 丁目、長町南 1～4 丁目、長町 1～8 丁目、根岸町、八本松

1～2 丁目、門前町、あすと長町 1～2・4 丁目」としています。 

人口推移 
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長町地区における 65歳以上の人口の割合は増加傾向にありますが、全市及び

太白区における 65 歳以上の人口の割合よりも少ない割合となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

長町地区の年齢３区分構成 

資料：国勢調査 

※令和 2 年数値下の（ ）内の数字は、平成 22 年からの変化分を表しています。 

※ここでの「長町地区」は、国勢調査の小地域集計における「河原町 1～2 丁目、若林 1～2丁

目、鹿野 2～3 丁目、郡山 1～3 丁目、長町南 1～4 丁目、長町 1～8 丁目、根岸町、八本松 1

～2 丁目、門前町、あすと長町 1～2・4 丁目」としています。 

 

  

高齢者の状況 

13.4% 12.8% 12.7% 13.8% 13.1% 12.5% 13.3% 12.5% 11.8%
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仙台市の人口は、緩やかに減少する見込みです。太白区の人口は今後も増加

することが見込まれています。 

少子高齢化は今後さらに進展する見込みですが、太白区における 65 歳以上の

人口の割合は、全市の 65 歳以上の人口の割合を下回る見込みです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

仙台市、太白区の人口の推移と見込み（単位：万人） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

仙台市、太白区の年齢三区分構成の推移と見込み（単位：万人） 

 

資料：【H17～H27】国勢調査 

【R2】住民基本台帳（R2.10） 

【R12～R32】仙台市まちづくり政策局資料 
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太白区の身体障害者手帳保持者、療育手帳保持者、精神障害者保健福祉手帳

保持者の総数は、増加傾向にあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

太白区の障害者の状況 

資料：健康福祉局事業概要 
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障害者等の状況 
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（2）公共交通機関の状況 

長町地区は、地下鉄南北線と JR 東北本線が結節することや、JR 長町駅と地

下鉄長町南駅がバスターミナルを有することから、仙台都市圏南部の交通拠点

となっています。 

地下鉄、JR 長町駅などの乗降客数は、地下鉄長町南駅を除いて、増加傾向と

なっています。令和 2 年度は新型コロナウイルス感染症の影響により全ての駅

で乗降客数が減少しています。 

いずれの駅においても、特定旅客施設の要件（1 日の乗降者数が 5,000 人以

上）を上回る利用がされています。 

JR 長町駅および地下鉄長町駅はエレベーター、エスカレーター、スロープ等

が整備され接続されています。また、地下鉄長町南駅は、バスターミナルが駅出

入口に隣接し、エレベーター、視覚障害者誘導用ブロック等が整備されていま

す。 

 

1 日当たりの乗降客数 

※1 日当たりの乗降客数＝１日平均乗車人員×2 

資料：仙台市統計書 
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16,557 16,954 17,528

13,836

17,012 17,534
18,650 19,026

19,550

14,774

23,525 23,366 23,686 23,637 23,478

17,930

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

平成27年 平成28年 平成29年 平成30年 令和元年 令和2年

(人)

地下鉄長町一丁目駅 地下鉄長町駅

JR長町駅 地下鉄長町南駅



 

 42 

第 3章 地区別構想〈長町地区〉 

 

第
３
章 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

地下鉄長町南駅周辺のバス停位置図 ＪＲ長町駅周辺のバス停位置図 

ＪＲ長町駅に隣接する 

バスターミナルの状況 

地下鉄長町南駅に隣接する 

バスターミナルの状況 

Ｊ
Ｒ
長
町
駅 

：運行経路 
地
下
鉄
長
町
駅 

地下鉄長町南駅 
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（3）都市づくりの方向性 

長町地区は、仙台都市圏南部の活動を支える生活拠点であり、また仙台都市

圏南部と都心を結ぶ重要な交通の拠点となっている地区です。そのため、都心

地区との機能分担や連携を図りながら、あすと長町地区、JR・地下鉄長町駅周

辺商店街、太白区役所周辺地区それぞれの地域特性を生かし、都市圏南部の賑

わいエリアとして、商業・業務をはじめとした様々な都市機能の連携を進める

ため「仙台市都市計画マスタープラン地域別構想」において、下記の「都市づく

りのテーマ」と 5 つの基本方針を定めています。 

 

 

都市づくりのテーマ：「未来とまちを人が繋ぎ、賑わい・くらしを想像する

長町」 

○基本方針１：都市機能の連携による魅力・個性の創出 

○基本方針２：広域拠点の利便性を生かした都市型居住の推進 

○基本方針３：市街地の連携による賑わい・回遊空間の形成 

〇基本方針４：緑豊かな街並みの形成と活用 

〇基本方針５：都市圏南部の生活を守る安全・安心な都市空間の形成 

 

 

長町地区のバリアフリー基本構想は、これらの都市づくりの方向性に合わせ

て検討していきます。 
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長町地区の都市づくりのエリア図 

資料：仙台市都市計画マスタープラン地域別構想（R4.3） 
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（4）長町地区におけるこれまでの取組状況 

バリアフリー基本構想に基づく長町地区のバリアフリーの取組み状況の概要

を以下に示します。 

 

  

〈歩道の整備状況（整備済み区間）の例〉       ＜2段手すりの整備＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈バリアフリー対応型信号機の整備状況の例〉     ＜電光掲示板設備の整備＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈歩道の整備状況（未整備区間）の例〉 

歩道未設置。視覚障害者誘導用ブロック未整備。 

舗装面の段差、目の粗い桝蓋等が未改修。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※現在は整備済み 
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長町地区特定事業整備状況図（令和 2 年度末時点） 

※生活関連施設の位置は令和 3 年 8 月時点 
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２ バリアフリー化の基本方針 

（1）基本理念と基本方針 

全体構想の基本理念のもと、長町地区の特性や都市づくりの方向性を踏まえ、

長町地区におけるバリアフリーの基本理念、基本方針を以下のとおりとします。 

 

【基本理念】 

 

 

 

 

 

長町地区内には、近年土地区画整理事業による基盤整備が完了したあすと長

町地区や JR・地下鉄長町駅周辺の既存の商店街、さらには長町南駅・太白区役

所周辺における大規模商業施設を核としたにぎわい拠点など、地区特性を有す

る拠点が形成されています。 

今後は、市街地整備が行われたあすと長町地区と、既存市街地の連携を進め、

地区全体でのにぎわい向上が必要です。 

本基本構想では、これらの地区特性及びバリアフリー改正法の趣旨を踏まえ、

バリアフリー化を推進するとともに、日常生活における移動等の円滑化を図り、

人々が交流し、安全でにぎわうまちを目指します。 

  

仙台都市圏南部の広域拠点として、 

バリアフリーによる移動等円滑化を図り、 

既存市街地と新たな市街地で人々が交流し、安全でにぎわうまちの創出 
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【基本方針】 

 

 

 

 

 

市街地整備が完了したあすと長町地区や、JR・地下鉄長町駅周辺における既

存の商店街、さらには長町南駅・太白区役所周辺における大規模商業施設を核

としたにぎわい拠点など、広範囲に地区特性を有する拠点が形成されています。 

こうした地区内を、安全な歩道が整備された道路等の活用により、生活関連

施設へ誘導し、高齢者や障害者等が快適に安心して生活・移動できるバリアフ

リー化を進めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

長町地区では、人口、高齢者数、障害者数がいずれも増加傾向にあります。特

にあすと長町地区では、これからさらに多くの人が地区外から住み始めること

が想定されます。 

高齢者や多様な障害者等の移動円滑化を実現するためには、ハード整備だけ

なく、新たに住み始める市民に対しても、バリアフリー化の重要性や高齢者・障

害者等に対する理解を深め、行動につなげる「心のバリアフリー」を推進しま

す。 

  

全体像：社会参加・自己実現の支援 

ユニバーサルデザインの考え方を導入しながら、仙台都市圏南部の活動を支える

生活拠点として、既存市街地と新市街地の人々が安心して交流できる生活環境の

整備を図り、高齢者や障害者等が社会参加しやすいまちづくりを進めます。 

ソフト施策：市民の支え合い、心のバリアフリー 

従来から地区に住んでいる市民だけでなく、新たに住み始める市民が高齢者や障

害者等への理解を深め、市民が支え合う環境をつくり、バリアフリーに対する意識

の向上、モラル・マナーの向上を進めます。 
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土地区画整理事業が行われたあすと長町地区は、ほとんどの施設でバリアフ

リー化が図られています。 

既存市街地においても、旧基本構想や平成 26年度に策定した本基本構想に基

づき、長町地区のバリアフリー化を進めてきましたが、高齢者や障害者等の円

滑な移動に必要な整備を引き続き進めていきます。 

歩行空間における安全確保及び利便性の向上を図り、JR 線と地下鉄南北線を

有する長町地区の交通体系を活かしながら、既存市街地と新たな市街地の回遊

性を高めていきます。 

 

 

 

 

 

バリアフリー化の推進においては、ハード施策の実施とともに、ソフト施策

における市民の理解、連携・協働が重要です。仙台都市圏南部の生活拠点として

多くの人が行き交う長町地区では、様々な立場の人たちとの連携・協働のうえ

継続したバリアフリー化の取り組みが必要です。 

このため、市民が多様な障害等に関する正しい知識と理解を深め、一人ひと

りができることを実行していく必要があります。また、事業者（各管理者）は、

バリアフリー化のためのハード整備を実施するだけでなく、それぞれの事業内

容に応じた心のバリアフリーに関する啓発活動等も実施します。行政はこうし

た活動の支援と推進を図る取り組みを進めます。 

 

 

（2）目標年次 

目標年次は、「仙台市バリアフリー基本構想 全体構想」と同じ、令和 12 年

度とします。 

また、全体構想と同様に、概ね 5 年後を目標に、各特定事業計画の進捗状況

を調査、分析、評価し、定期的なスパイラルアップを図ります。  

ハード施策：魅力的で安心・安全な機能集約型都市づくり 

あすと長町地区と既存市街地における歩行空間等のバリアフリー化を推進し、長

町地区の交通体系を活かしながら、両地区の人々の交流を促進し安全でにぎわう

まちづくりを進めます。 

実施体制：市民力の発揮、市民・事業者・行政の協働 

長町地区のバリアフリーの推進に当たっては、地区に新たに住み始める住民も含

めた市民、事業者、行政が適切な役割分担のもと、連携・協働して取り組みます。 
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３ 重点整備地区と生活関連経路の設定 

（1）重点整備地区の区域の設定 

バリアフリー化を一体的に進める地区として重点整備地区を定めます。 

旅客施設を中心とする徒歩圏に、高齢者、障害者等が日常生活又は社会生活

において利用する「生活関連施設」が集積している地区を、重点整備地区の区域

として設定します。 

なお、区域の境界は、主要な道路や町丁界などを考慮しました。 

 

 

 

 

 

 

  

■重点整備地区とは？ 

バリアフリー化を一体的に進める必要のある地区を「重点整備地区」と呼びます。 

重点整備地区は、高齢者、障害者等が日常生活又は社会生活において利用する旅客

施設、官公庁施設、福祉施設その他の施設と、これら施設を結ぶ徒歩経路で構成され

ます。 

バリアフリー法では、以下のとおり、重点整備地区設定の要件を示しています。 

 

～ 重点整備地区設定の要件 ～ 

①生活関連施設があり、かつ、それらの間の移動が通常徒歩で行われる地区 

②生活関連施設及び生活関連経路についてバリアフリー化事業が特に必要な地区 

③バリアフリー化の事業を重点的・一体的に行うことが、総合的な都市機能の増進を

図る上で有効かつ適切な地区 

   資料：バリアフリー基本構想作成に関するガイドラインより抜粋 

重点整備地区のイメージ 
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（2）生活関連経路の設定 

 

長町地区では、全体構想で定めた生活関連経路設定の考え方に基づく「より

多くの人が利用する経路」や「生活関連施設相互のネットワークを確保する経

路」以外にも、バリアフリー化の整備状況などにも配慮し、生活関連経路を設定

します。 

また、利用者の視点も取り入れるため、住民参加による「まち歩き」（現地点

検）やワークショップ等を実施しながら検討しました。 

 

【全体構想における生活関連経路設定の考え方】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

設定の考え方 

○より多くの人が利用する経路を選定 

生活関連経路は、生活関連施設に訪れる人等の利用頻度が高い経路などを優先的に

選定します。 

○生活関連施設相互のネットワークを確保 

旅客施設とそれ以外の生活関連施設との経路はもとより、旅客施設以外の生活関連

施設相互の連絡にも配慮し、重点整備地区内のネットワークが構成されるよう配慮し

ます。同時に、一つの生活関連施設に対し複数方向からのアクセス動線が確保される

よう配慮します。 

■生活関連施設とは？ 

生活関連施設とは、「高齢者、障害者等が日常生活又は社会生活において利用する

旅客施設、官公庁施設、福祉施設その他の施設」のことを言います（※）。つまり鉄

道駅や市役所、福祉施設や大きな商業施設などが該当します。 

■生活関連経路とは？ 

生活関連経路とは、「生活関連施設相互間の経路」（※）、つまり「高齢者、障害

者等が日常生活又は社会生活において利用する旅客施設、官公庁施設、福祉施設その

他の施設とこれら施設を結ぶ徒歩経路」を指し、生活関連施設を徒歩で繋ぐ道路や階

段、エレベーターなどが該当します。 

※バリアフリー改正法第2条第23のイ より 
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（3） 重点整備地区と生活関連経路の見直し結果 

生活関連施設の分布状況から、重点整備地区の区域と生活関連経路の見直し

が必要になる変化は見られなかったことから、これまでの区域と生活関連経路

を再度位置付けるものとします。 

次頁に、生活関連施設の分布状況、重点整備地区と生活関連施設及び生活関

連経路を示します。 

 

 

全体構想で示されている要件に基づいた、長町地区の生活関連施設およびそ

の分布状況は以下のとおりです。 

 あすと長町地区、JR・地下鉄長町駅から地下鉄長町一丁目駅にかけた沿線

区域、地下鉄長町南駅周辺等、公共施設や商業施設が地区内に広く立地し

ています。 

 建築物の駐車場、建築物に付随する駐車場（500㎡以上）は、地下鉄長町

南駅周辺に多く立地しています。 

 

平成 26 年度策定時から、主に 18）自動車停留・駐車のための施設 の増加

により、生活関連施設が増加しています。 

 

生活関連施設の要件および長町地区における分布状況 

生活関連施設の分布状況 

R3 H26

1） 旅客施設 乗降客数３千人/日以上 5 5

2） 特別支援学校（（旧）視覚、聴覚、養護学校） 全て 1 1

3） 病院 全て 3 3

4） 劇場、観覧場、映画館又は演芸場 1 1

5） 集会場又は公会堂 1 2

6） 展示場 0 0

7） 百貨店、マーケットその他の物品販売業を営む店舗 9 9

8） ホテル又は旅館 0 0

9） 保健所、税務署等の官公署 窓口のある施設 4 4

10） 老人ホーム、福祉ホーム等高齢者、障害者等が利用するもの 0 0

11） 老人福祉センター、児童厚生施設、身体障害者福祉センター等 2 2

12） 体育館、水泳場、ボーリング場、遊技場 2 2

13） 博物館、美術館又は図書館 3 3

14） 公衆浴場 0 0

15） 飲食店 0 0

16） 郵便局、理髪店、クリーニング取次店、質屋、貸衣装屋、銀行等 3 2

17） 車両停車場、船舶･航空機発着場等旅客の乗降･待合いするもの 拠点施設 3 3

18）
自動車停留・駐車のための施設
（建築物の駐車場、建築物に付随する駐車場など）

500㎡以上 17 5

19） 公衆便所 全て 0 0

20） 公共用歩廊 全て 0 0

21） 特定公園施設
街区公園、都市緑地、緑道、
河川公園、風致公園を除く

3 2

施設数

拠点施設

全て
（民間施設は2,000㎡以上）

2,000㎡以上

法・政令による施設分類 生活関連施設の要件

全て
（民間施設は2,000㎡以上）

2,000㎡以上
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長町地区における生活関連施設の分布（令和 3 年 8 月時点） 

：重点整備地区候補地 

(3以上の主な生活関連施設が集約する乗降客数 

3,000人/日以上の旅客施設の半径 500mの範囲) 
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長町地区における重点整備地区と生活関連施設および生活関連経路（見直し結果）

（令和 3年 8月時点） 

長町地区の重点整備地区と生活関連施設及び生活関連経路 
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【生活関連経路の概要】 

主

体 

路線

番号 

道路

種別 
路線名 

距離 

(m) 
主な生活関連施設等 位置付け 

仙

台

市 

1 県道 仙台名取線 940 
地下鉄長町一丁目駅、宮城県第二総合

運動場 
地下鉄長町一丁目駅から宮城県第二総合運動場間のアクセス機能を担う。 

2 県道 仙台名取線 1,080 
市立病院、JR 長町駅東口バスターミ

ナル、あすと長町中央公園 
あすと長町区域の南北軸として、病院や大規模商業施設等へのアクセス機能とともに、地区の回遊性を高める主要動線としての役割を担う。 

3 県道 仙台館腰線 380 大規模商業施設、仙台南郵便局 
市道長町八木山(その 2)線と市道長町 3 号線を連絡し、長町南駅周辺から大規模商業施設へのアクセス機能とともに、地区の回遊性を高める主要動線としての役割を担

う。 

4 市道 河原町長町南線 1,560 

地下鉄長町一丁目駅、地下鉄長町駅、

JR 長町駅、太白区文化センター、仙

台南警察署 

地区内の南北軸として、駅や公共施設等へのアクセス機能とともに、地区の回遊性を高める主要動線としての役割を担う。 

5 市道 長町2号線 330 仙台南県税事務所、仙台南郵便局 県道仙台館腰線、市道長町3号線等と連絡し、仙台南郵便局、仙台南県税事務所へのアクセス機能を担う。 

6 市道 長町3号線 680 病院、大規模商業施設、仙台南郵便局 地区内の東西軸として、病院や大規模商業施設等へのアクセス機能とともに、地区の回遊性を高める主要動線としての役割を担う。 

7 市道 長町新田１号線 60 病院 市道原町広岡(その２)線と市道長町3号線を連絡し、病院へのアクセス機能とともに、地区内の回遊性を高める路線としての役割を担う。 

8 市道 長町北矢流線 100 病院 市道原町広岡(その２)線と市道長町3号線を連絡し、病院へのアクセス機能とともに、地区内の回遊性を高める路線としての役割を担う。 

9 市道 長町八木山（その2）線 1,070 

地下鉄長町南駅、太白区役所、地底の

森ミュージアム、仙台南社会保険事務

所 

地区内の東西軸として、駅や公共施設、大規模商業施設等へのアクセス機能とともに、地区の回遊性を高める主要動線としての役割を担う。 

10 市道 長町南四丁目１号線 40 地底の森ミュージアム 市道長町八木山(その2)線と連絡し、地底の森ミュージアムへのアクセス機能を担う。 

11 市道 長町南一丁目9号線 90 障害者福祉センター 市道長町八木山(その2)線と連絡し、障害者福祉センターへのアクセス機能を担う。 

12 市道 長町特殊鋼西脇線 100 仙台南県税事務所、仙台南郵便局 市道長町2号線、市道長町七丁目7号線と連絡し、長町南駅周辺から仙台南県税事務所、仙台南郵便局へのアクセス機能を担う。 

13 市道 長町七丁目７号線 50 仙台南県税事務所、仙台南郵便局 市道長町特殊鋼西脇線、市道長町七丁目自転車歩行者専用道路１号線と連絡し、長町南駅周辺から仙台南県税事務所、仙台南郵便局へのアクセス機能を担う。 

14 市道 長町七丁目自転車歩行者専用道路１号線 90 仙台南県税事務所、仙台南郵便局 市道長町七丁目6号線、市道長町七丁目７号線と連絡し、長町南駅周辺から仙台南県税事務所、仙台南郵便局へのアクセス機能を担う。 

15 市道 長町七丁目６号線 220 仙台南県税事務所、仙台南郵便局 市道長町八木山（その2）線、市道長町七丁目自転車歩行者専用道路１号線と連絡し、長町南駅周辺から仙台南県税事務所、仙台南郵便局へのアクセス機能を担う。 

16 市道 
長町一丁目自転車歩行者専用道路1号線 

長町一丁目自転車歩行者専用道路２号線 

70 

50 
市立病院 市道原町広岡(その２)線と連絡し、市立病院へのアクセス機能を担う。 

17 市道 長町あすと長町1号線 490 市立病院、体育施設 市道原町広岡(その２)線と連絡し、市立病院、体育施設等へのアクセス機能を担う。 

18 市道 杜の広場自転車歩行者専用道路１号線 250 市立病院 県道仙台名取線と市道長町あすと長町１号線を連絡し、市立病院等へのアクセス機能とともに、地区の回遊性を高める役割を担う。 

19 市道 あすと長町環状（その１）線 270 地下鉄長町駅、大規模商業施設 県道仙台名取線と市道原町広岡(その２)線を連絡し、大規模商業施設等へのアクセス機能とともに、新旧市街地を結ぶ路線として、地区の回遊性を高める役割を担う。 

20 市道 
長町駅東口自転車歩行者専用道路１号線 

長町駅東口自転車歩行者専用道路２号線 
220 

JR長町駅、JR長町駅東口バスターミ

ナル 
市道あすと長町環状(その１)線と市道長町八木山(その７)線を連絡し、JR長町駅、バスターミナルへのアクセス機能を担う。 

21 市道 長町駅東口線 外 160 
JR長町駅、JR長町駅東口バスターミ

ナル 
県道仙台名取線と連絡し、JR長町駅、バスターミナルへのアクセス機能を担う。 

22 市道 長町八木山（その７）線 180 
JR長町駅、JR長町駅東口バスターミ

ナル、大規模商業施設 
県道仙台名取線と市道原町広岡(その２)線を連絡し、駅、大規模商業施設等へのアクセス機能とともに、新旧市街地を結ぶ路線として、地区の回遊性を高める役割を担う。 

23 市道 あすと長町環状（その４）線 230 あすと長町中央公園 県道仙台名取線と市道原町広岡(その２)線を連絡し、公園、大規模商業施設等へのアクセス機能とともに、新旧市街地を結ぶ路線として、地区の回遊性を高める役割を担う。 

24 市道 元寺小路郡山線 730 
宮城県立聴覚支援学校、太白区図書館

八本松分室 
県道仙台名取線と連絡し、聴覚支援学校、太白区図書館八本松分室へのアクセス機能を担う。 

25 市道 長町八木山（その８）線 740 
宮城県立聴覚支援学校、太白区図書館

八本松分室 
県道仙台名取線、市道元寺小路郡山線と連絡し、聴覚支援学校、太白区図書館八本松分室へのアクセス機能を担う。 

26 市道 
八本松二丁目１号線 

八本松二丁目自転車歩行者専用道路３号線 

410 

40 
八本松公園 市道元寺小路郡山線と連絡し、八本松公園へのアクセス機能を担う。 

27 市道 長町町東線 200 八本松公園 県道仙台名取線と連絡し、八本松公園へのアクセス機能を担う。 

28 市道 長町1号線 350 
障害者福祉センター、仙台南社会保険

事務所、病院 
歩行者のネットワークを形成し、市道長町3号線と市道長町八木山(その2)線を結ぶことによる回遊性を高める役割を担う。 

29 市道 あすと長町環状（その2）線 240 大規模商業施設 県道仙台名取線と市道長町八木山(その8)線を連絡し、大規模商業施設等へのアクセス機能とともに、地区の回遊性を高める役割を担う。 

30 市道 あすと長町環状（その3）線 600 あすと長町中央公園 県道仙台名取線と市道長町八木山(その8)線を連絡し、公園等へのアクセス機能とともに、地区の回遊性を高める役割を担う。 
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４ 地区別構想の評価について 

4-1 特定事業の概要とこれまでの取り組み 

重点整備地区内においては、各事業者が本地区別構想に沿って事業計画を作

成し、生活関連施設や生活関連経路等の事業を実施します。また、事業実施にあ

たっては、各種基準（仙台市ひとにやさしいまちづくり条例等）やガイドライ

ン、及びワークショップの意見を考慮し、バリアフリー化を推進します。 

 

平成 26 年度の本基本構想策定時におけるワークショップでの意見も参考に、

特定事業の基本的な考え方を以下のとおりとしていました。 

 

〈平成 26年度本地区別構想策定時のワークショップにおける意見の例〉 

 

 

 

 

 

 

  

長町地区全体に関して 

○ 広幅員道路の横断に不安を感じるので、対策が必要 

○ バリアフリー未整備区間の整備推進 

○ 生活者、来街者の利用が多い施設（区役所、地底の森ミュージアム等）へのア

クセスについては、ハード面・ソフト面ともに十分な整備が必要 

○ 全体の改修が難しいのであれば、できる範囲で、優先度の高いところ（広幅

員道路など危険度が高いところ等）から整備を進める 

 

個別施設・設備に求めること 

○ 歩車道境界は、視覚障害の方にも分かるように明確にする 

○ 視覚障害者誘導用ブロックは、シンプルで分かりやすい誘導とし、連続性を

確保し、敷設位置、素材等にも配慮 

○ 信号機は、聴覚障害者等に点滅状況、残りの青時間等を知らせるタイプのも

のを整備 

○ 駅の施設（券売機等）は、車いす利用者、視覚障害の方の利用に配慮して整備 

 

市民の理解・意識向上に係る意見 

○ 歩道上に自転車を放置しない、歩道内での自転車走行は車道側を徐行する等、

自転車利用者のルールの遵守とマナー向上が必要 

○ バリアフリーに関する市民の理解や協力が必要 

○ 危険なところはなるべく通らないよう、自身でも心がける 
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（1）公共交通特定事業 

（平成 24年策定 第 2期(前期)仙台市交通局バリアフリー特定事業計画） 

（平成 28年策定 第 2期(後期)仙台市交通局バリアフリー特定事業計画） 

（令和 3 年策定 第 3 期(前期)仙台市交通局バリアフリー特定事業計画） 

 

公共交通特定事業は、旅客施設や車両の整備に関する事業を推進します。 

 

 

方 針 内 容 

利用者が円滑に移動等しやす

い経路、改札口等の整備を図

ります。 

○駅構内の出入口からの経路、通路、改札口につい

て、車いすで通行ができる幅の確保に努めます。 

利用者がわかりやすい標識、

主要設備配置案内の整備を図

ります。 

○経路に沿った適切な位置に配置し、利用者がわかり

やすい情報を提供できるよう、案内サインの設置・

改善に努めます。 

○視覚障害者が安全に歩行しやすいよう、視覚障害者

誘導用ブロックの設置や、音響音声案内装置の設置

に努めます。 

○車両等の運行などに関する情報の提供（電光掲示板

等）に努めます。 

その他旅客施設の駅施設・設

備の利便性と安全性の向上を

図ります。 

○安全に使いやすく利用できる施設・設備（多機能ト

イレ、券売機等）の整備に努めます。 

利用者が乗降しやすい車両の

整備を図ります。 

○高齢者や身体の不自由な方等が乗降しやすい車両の

導入（地下鉄車両のバリアフリー化、ノンステップ

バスの導入など）に努めます。 

※上記事業方針の他に、「移動等円滑化のために必要な旅客施設又は車両等の構造及び設備に関

する基準（平成 18 年国土交通省令第 111 号）」等に基づく取組みを進める。 

  

事業の基本的な考え方 

事業方針と留意すべき内容 
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（2）道路特定事業 

（平成 29年策定 泉中央・長町地区道路特定事業計画（令和 3年 11月変更）） 

 

道路特定事業は、歩道、上下移動施設、経路における案内標識等の移動円滑化

のために必要な施設の設置、歩道の拡幅、路面構造の改善等に関する事業を推

進します。 

 

 

※上記事業方針の他に、「道路の移動等円滑化に関するガイドライン(令和 4 年 6 月国土交通省道

路局)」等に基づく取組みを進める。 

  

方 針 内 容 

利用者が安全かつ安心して利

用できる歩道のバリアフリー

構造を確保します。 

○歩車道の境界を明確にするよう努めます。 

○歩道の補修等により、路面上の段差や勾配を改善す

るよう努めます。 

○駅出入口、エレベーターへの動線について、円滑な

移動が可能となるよう、スロープ等の設置に努めま

す。 

○既存の道路空間内で、歩行者空間を確保するよう努

めます。 

○透水性舗装等、滑りにくく、歩きやすい舗装とする

ことに努めます。 

視覚障害者の安全で安心でき

る歩行空間を整備します。 

○視覚障害者誘導用ブロックは、既存のものも含め、

分かりやすく最適な色、素材、配置となるよう、整

備・改善に努めます。 

利用者がわかりやすい施設案

内や情報提供を進めます。 

○経路に沿った適切な位置に配置し、利用者がわかり

やすい情報を提供できるよう、案内サインの設置・

改善に努めます。 

利用者の快適性向上のための

整備を進めます。 

○ベンチなど休憩施設の整備に努めます。 

○夜間の利用が多い歩道等については、歩道用照明等

の設置に努めます。 

歩行者の円滑な移動を確保す

るため、放置自転車や不法占

用物件の継続的な指導、啓発

に努め、撤去強化も図ります。 

○放置自転車や看板等の不法占用物件の継続的指導、

啓発活動に努めるとともに、撤去も行いながら歩行

空間における放置自転車や不法占用物件の防止に努

めます。 

事業の基本的な考え方 

事業方針と留意すべき内容 
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（3）都市公園特定事業 

（平成 28年策定 仙台市都市公園バリアフリー特定事業計画 

          地区別計画《泉中央・長町地区》（令和３年 11月変更）） 

 

都市公園特定事業は、高齢者、障害者等の快適な利用に供するため、移動等の

円滑化に必要な施設の改善に関する事業を推進します。 

 

 

方 針 内 容 

利用者が円滑に移動等できる

よう施設の改善に努めます。 

○特定公園施設（園路・広場を除く）については１以

上の施設のバリアフリー化を進めます。 

○対象公園の設置目的等を踏まえ、主要な公園施設を

設定し、バリアフリー化を進めます。 

○特定公園施設の種別ごとにそれぞれ1以上の施設及

び主要な公園施設を結ぶ主動線を移動円滑化園路と

定め、バリアフリー化を推進します。 

○バリアフリーの視点だけではなく、ユニバーサルデ

ザインの考え方に基づき、施設の整備や管理に取組

みます。 

※上記事業方針の他に、「移動等円滑化のために必要な特定公園施設の設置に関する基準（平成

18 年国土交通省令第 115 号）」等に基づく取組みを進める。 

 

  

事業の基本的な考え方 

事業方針と留意すべき内容 
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（4）交通安全特定事業 

（平成 31年策定 仙台北・泉中央・長町地区交通安全特定事業計画） 

 

交通安全特定事業は、高齢者や障害者等誰もが安全な歩行を確保するため､信

号機に関する事業や道路標識等の案内・誘導施設に関する事業を推進します。 

また、車両の交通規制や違法駐車の取締り強化等に関する事業を推進します。 

 

 

方 針 内 容 

交差点において安全にかつ安

心して道路横断できるバリア

フリー対応型信号機の設置を

図ります。 

○音や音声により視覚障害者に知らせる装置の設置に

努めます。 

○高齢者等感応化（押しボタン）や歩行者経過時間表

示機能装置の設置に努めます。 

○歩行者と車両が通行する時間を分離した「歩車分離

式信号機」の設置に努めます。 

安全性向上のため､道路標

識・標示の改善を図ります。 

○道路標識の夜間の視認性を高めた高輝度標識や夜間

照明装置標識の設置に努めます。 

○道路標示の夜間の視認性を高めた高輝度標識やエス

コートゾーンの設置に努めます。 

交通規制の強化、バリアフリ

ーに関する教育・啓発活動の

実施を図ります。 

○違法駐車の取締りの強化に努めます。 

○流入車両や速度抑制対策に努めます。 

○自転車の走行ルールの遵守、マナー向上の啓発活動

に努めます。 

○交通安全に関する啓発活動に努めます。 

※上記事業方針の他に、「高齢者、障害者等の移動等の円滑化の促進に係る信号機等に関する基

準を定める規則（平成 18 年国家公安委員会規則第 28 号）」等に基づく取組みを進める。 

 

 
  

事業の基本的な考え方 

事業方針と留意すべき内容 
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4-2 地区別構想の評価結果 

令和 3 年度に開催されたバリアフリー推進協議会において、特定事業計画の

進捗状況等を評価するとともに、まち歩きワークショップにより意見を頂きま

した。 

地区別構想の評価結果(令和 2 年度末時点) 

評価項目 指標 評価結果 

（1）アウトプット評価 

 
特定事業計画の 

進捗状況 
特定事業の進捗率 

公共交通，公園，交通安全事業は完了。 

道路は未完および未着手箇所がある。

（進捗率は下表のとおり） 

（2）アウトカム評価 

① 
公共交通機関の 

利用向上 
鉄道駅の乗降者数 

新型コロナウイルス感染症の影響に

より減少しているが，各特定事業計画

のバリアフリー化事業が実施され，利

用向上が図られている。 

② 
各施設利用に対

する市民満足度 

整備内容についての

市民満足度（まち歩き

ワークショップにお

けるアンケート調査） 

全体の満足度は 94％ 

（令和 3年度末時点） 

（1）アウトプット評価（特定事業計画の進捗状況） 

◆ 公共交通や交通安全、都市公園の特定事業計画に基づくバリアフリー化

の整備は計画期間内に完了しています。 

◆ 道路特定事業計画に基づくバリアフリー化の整備は、目標年次である令

和 2 年度末でも完了していない状況です。 
 

特定事業計画の進捗状況（令和 2年度末時点） 

※1 進捗率＝整備済み事業量/計画事業量（公共交通特定事業計画における長町地区に関する事業は整備済み） 

※2 着手率＝（完了＋事業中）数/計画箇所数 

事業計画 策定時期 計画期間 事業数 
整備済みの 

進捗率(％)※1 

着手率(％) 

※2 

道路特定事業計画 長町地区 H29 年 3 月 R2 年度 31 67.3 71.0 

都市公園特定事業計画 長町地区 H28 年 7 月 R2 年度 1 100.0 100.0 

公共交通特定

事業計画 

第２期 

交通局 

前期 H24年12月 H27 年度 1,050 100.0 100.0 

後期 H28 年 3 月 R2 年度 314 91.2 100.0 

交通安全特定事業計画 長町地区 H31 年 3 月 R2 年度 20 100.0 100.0 
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平成 26 年度策定の本基本構想に基づく特定事業の取り組み状況を以下に示

します。（令和 2 年度末時点） 

 

  

長町地区特定事業整備状況図（令和 2 年度末時点）（再掲） 

※生活関連施設の位置は令和 3 年 8 月時点 
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（2）アウトカム評価 

①公共交通機関の利用向上 

◆ 長町地区における旅客施設（JR線・地下鉄線）の乗降客数は、長町南駅

では横ばいですが、他の旅客施設では乗降客数が増加しています。 

◆ 主な理由としては、あすと長町地区の土地利用促進などが考えられます。 

◆ 令和 2 年度は新型コロナウイルス感染症の影響により全ての駅で乗降客

数が減少しています。 

◆ 地下鉄駅及び周辺では、各特定事業計画におけるバリアフリー化の事業

が実施されており、これまで以上に安全で快適な移動経路が確保されて

いるものと考えます。 

1 日当たりの乗降客数（再掲） 

※1 日当たりの乗降客数＝１日平均乗車人員×2 

資料：仙台市統計書 

 

  

7,216 7,677 8,049 8,255 8,407
7,040

14,439
15,520

16,557 16,954 17,528
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地下鉄長町一丁目駅 地下鉄長町駅

JR長町駅 地下鉄長町南駅
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②市民満足度 

令和 3 年 11月 30 日に開催したまち歩きワークショップの中で、参加者に満

足度調査を実施しました。 

◆ 平成 26 年度策定の本基本構想に基づき進めてきたバリアフリー化の整備

内容について，ワークショップ参加者の満足度※は全体で 94％となり，高

い評価になりました。 

 

※まち歩きのルート上にある歩道や信号機などについて、バリアフリー化され

ているか点検するための各チェックポイントを設け、参加者が「対応してい

る・満足」と評価した割合 

 

 

ワークショップ参加者からは、バリアフリー改正法の移動等円滑化基準等に

基づいた内容でバリアフリー化されていたことから、高齢者や障害者等の移動

のしやすさや安全性、特定旅客施設の利便性などについて向上されていること

が評価されました。一方で、さらなる対策が必要であるとする評価も見受けら

れました。 

地区全体  地区全体で特定事業実施箇所に対して良好な評価である 

 歩道について幅員も広くスムース歩道が設置されている

など良好な評価である 

 バス停における自転車道との錯綜への対応には留意 

道路・歩道  歩道が広く視覚障害者誘導用ブロックと車いすがそれぞ

れ通れるので良い 

 カラー舗装で歩車区別しやすい 

 歩道の幅員が広く、歩道上への路上駐車がみられるため、

対策が必要 

横断歩道  エスコートゾーン用の視覚障害者誘導用ブロックがある

のが良い 

 交通量が多いので、信号機の音が聞き取りにくい 

地下鉄長町駅  通常、改札への視覚障害者誘導用ブロックは有人改札へ

案内しているが、地下鉄長町駅では、一人でも改札へ入

れるよう、視覚障害者誘導用ブロックを自動改札につな

げている点がよかった 

 エレベーターの出入り口がわかりづらい箇所にあるた

め、案内を増やすなどの誘導が必要 

 駅の施設（券売機等）は、車いす利用者、視覚が不自由

な方の利用に配慮した整備が必要 

令和 3 年度まち歩きワークショップで挙げられた主な意見 
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(3) 長町地区における課題の整理 

地区の概況やまち歩きワークショップの結果から、長町地区のバリアフリー

化における課題を以下に整理しました。 

 

 

① 複数の駅や、新たな都市基盤整備により、高齢者や障害者等の利用する施設

が広く分布している。こうした施設間の回遊性に考慮した円滑な移動動線の

確保が必要である。 

 

②施設の老朽化による移動の円滑化の支障が生じないよう、既存施設の適切な

更新の検討が必要である。 

 

③バリアフリー化の整備が済んでいる施設でも、高齢者及び障害者等にとって

依然として不便な状態もあるため、整備済みの施設でも更なる検討が必要で

ある。 

 

④歩道上への駐車など、障害者に対する自動車利用者の理解不足や、ルールを

守らないことにより、高齢者及び障害者等へ危険が及んでいることから、自

動車利用者への啓発が必要である。 

 

 

(4)長町地区のバリアフリー化の推進に向けて 

平成 26 年度に策定した本基本構想に基づく特定事業計画により、長町地区に

おけるバリアフリー化の事業を進めてきましたが、計画どおりに進めることが

できなかったものもあります。 

長町地区は仙台都市圏南部の活動を支える生活拠点であり、既存市街地と新

市街地の人々が安心して交流でき、だれもが安全かつ快適に移動できる空間が

求められます。 

このため、計画期間内に完了しなかった特定事業については、引続き事業を

継続しバリアフリー化を推進していきます。すでにバリアフリー化が完了して

いる施設については、必要な機能が損なわれることがないよう適切な維持更新

を図っていくことはもちろん、既存施設の更新にあわせて改善を検討していく

ものとします。 

また、特定事業計画に基づくハード整備は、長期の時間を要することもあり

ます。このため、高齢者や障害者等の安全確保には、市民一人ひとりが互いに支

えあい、理解を深める意識の向上が必要であり、こうした取組みを推進してい

きます。 
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